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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声デバイス及び表示デバイスを有する無線デバイスが無線ネットワーク上で複数のプ
ッシュ・トゥ・トーク（ＰＴＴ）通信をモニターすることを可能にする方法であって、
　各グループがそのグループの全てのメンバーデバイスと通信することが可能な複数の無
線デバイスで構成される、複数のＰＴＴ通信グループに加入するステップと；
　主要なＰＴＴ通信グループを選択するステップと；
　ＰＴＴサーバからの少なくとも１つのＰＴＴ通信であって前記主要なＰＴＴ通信グルー
プもしくは主要でないＰＴＴ通信グループのいずれかからの少なくとも１つのＰＴＴ通信
を受信し、前記少なくとも１つのＰＴＴ通信を前記音声デバイスでプレーするステップと
；
　前記主要でないＰＴＴ通信グループからのＰＴＴ通信が前記音声デバイスでプレーして
いるときに前記主要なＰＴＴ通信グループからのＰＴＴ通信が前記無線デバイスにおいて
受信された場合、前記主要でないＰＴＴ通信グループからのＰＴＴ通信を中断し、受信さ
れた前記主要なＰＴＴ通信グループからのＰＴＴ通信を前記無線デバイスの前記音声デバ
イスでプレーするステップと；
　前記主要なＰＴＴ通信が音声デバイスでプレーしているときに前記主要でないＰＴＴ通
信が受信された場合、前記主要でないＰＴＴ通信に関する情報を前記表示デバイスで表示
するステップと；
　を備え、
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　前記無線デバイスは、前記主要なＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアを、割
り当てられた通信チャネル上で前記ＰＴＴサーバから受信し、また、前記無線デバイスは
、前記主要でないＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアも前記割り当てられた通
信チャネル上で前記ＰＴＴサーバから受信する、
　方法。
【請求項２】
　前記主要なＰＴＴ通信グループ及び前記主要でないＰＴＴ通信グループのうちの１つの
みに関連するＰＴＴメディアが、任意の所与の時間に前記割り当てられた通信チャネル上
で搬送される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記割り当てられた通信チャネルとは別のデータチャネルが前記ＰＴＴサーバと前記無
線デバイスとの間に維持され、
　前記主要なＰＴＴ通信が音声デバイスでプレーしているときに受信された前記主要でな
いＰＴＴ通信は、前記主要なＰＴＴ通信グループに関連し、前記割り当てられた通信チャ
ネルで受信されたＰＴＴメディアの音声プレーが中断されないように、前記データチャネ
ル上で受信された制御情報に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　音声デバイスを有する無線デバイスが無線ネットワーク上で複数のプッシュ・トゥ・ト
ーク(ＰＴＴ)通信をモニタリングする方法であって、
　各グループがそのグループ中のすべてのメンバーと通信可能な複数の無線デバイスで構
成されている複数のＰＴＴ通信に加入するステップと；
　前記複数のＰＴＴ通信のうちの第１のＰＴＴ通信グループとのグループ通信セッション
のためにＰＴＴサーバとの間に割り当てられた通信チャネルを確立するステップと、なお
、前記割り当てられた通信チャネルは、一度に１つのＰＴＴグループに関連するＰＴＴメ
ディアを搬送するように構成され、また、前記割り当てられた通信チャネルは、前記ＰＴ
Ｔサーバからの前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第１のＰＴＴ通信グループに関連
するＰＴＴメディアと前記ＰＴＴサーバからの前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの前
記第１のＰＴＴ通信グループ以外のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアとを異
なる時間に搬送するように構成される；
　前記割り当てられた通信チャネルとは別のデータチャネルを前記ＰＴＴサーバとの間に
確立するステップと、なお、前記データチャネルは、前記複数のＰＴＴグループの１つ以
上に関連する制御情報を受信するように構成される；
　前記割り当てられた通信チャネル上で前記ＰＴＴメディアを受信するステップと；
　を備える方法。
【請求項５】
　前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第２のＰＴＴ通信グループに関連する情報を前
記データチャネル上で受信するステップと；
　前記情報を前記無線デバイス上で表示するステップと；
　をさらに備え、
　前記ＰＴＴメディアを受信するステップは、前記表示するステップの間、前記第１のＰ
ＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアの前記割り当てられた通信チャネル上での受
信を継続する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線デバイスに対して前記第１のＰＴＴ通信グループが前記第２のＰＴＴ通信グル
ープよりも高い優先度を有するという前記ＰＴＴサーバにおける認識に基づいて、前記受
信された情報は、前記ＰＴＴメディアを受信するステップが前記第２のＰＴＴ通信グルー
プへ移行する代わりに前記データチャネル上で前記無線デバイスに送信される、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信するステップは、前記第１の通信グループに関する前記ＰＴＴメディアのプレ
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ーが中断されるように、（ｉ）前記割り当てられた通信チャネル上で前記第１のＰＴＴ通
信グループに関連するＰＴＴメディアを受信することから、（ｉｉ）前記割り当てられた
通信チャネル上で前記第２のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアを受信するこ
とへ移行する、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＰＴＴ通信グループから前記第２のＰＴＴ通信グループへの前記ＰＴＴメデ
ィアの移行は、前記無線デバイスに対して前記第２のＰＴＴ通信グループが前記第１のＰ
ＴＴ通信グループよりも高い優先度を有するという前記ＰＴＴサーバにおける認識に基づ
いて実施される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　音声デバイスを有する無線デバイスのために無線ネットワーク上のサーバにおいて複数
のプッシュ・トゥ・トーク(ＰＴＴ)グループとの通信をサポートする方法であって、
　前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第１のＰＴＴ通信グループとのグループ通信セ
ッションのために前記無線デバイスとの間に割り当てられた通信チャネルを確立するステ
ップと、なお、前記割り当てられた通信チャネルは、一度に１つのＰＴＴグループに関連
するＰＴＴメディアを搬送するように構成され、また、前記割り当てられた通信チャネル
は、前記ＰＴＴサーバからの前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第１のＰＴＴ通信グ
ループに関連するＰＴＴメディアと前記ＰＴＴサーバからの前記複数のＰＴＴ通信グルー
プのうちの前記第１のＰＴＴ通信グループ以外のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメ
ディアとを異なる時間に搬送するように構成される；
　前記割り当てられた通信チャネルとは別のデータチャネルを前記無線デバイスとの間に
確立するステップと、なお、前記データチャネルは、前記複数のＰＴＴグループの１つ以
上に関連する制御情報を前記無線デバイスに送信するように構成される；
　前記割り当てられた通信チャネル上で前記ＰＴＴメディアを前記無線デバイスに送信す
るステップと；
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第２のＰＴＴ通信グループに関連する情報を前
記データチャネル上で前記無線デバイスに送信するステップをさらに備え、
　前記ＰＴＴメディアを送信するステップは、前記送信するステップが実行される間、前
記第１のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアの前記割り当てられた通信チャネ
ル上での送信を継続する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記情報を送信するステップは、前記無線デバイスに対して前記第１のＰＴＴ通信グル
ープが前記第２のＰＴＴ通信グループよりも高い優先度を有するという前記ＰＴＴサーバ
における認識に基づいて、前記第２のＰＴＴ通信グループへ移行する前記ＰＴＴメディア
を送信するステップの代わりに実行される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記送信するステップは、（ｉ）前記割り当てられた通信チャネル上で前記第１のＰＴ
Ｔ通信グループに関連するＰＴＴメディアを送信することから、（ｉｉ）前記割り当てら
れた通信チャネル上で第２のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアを送信するこ
とへ移行する、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＰＴＴ通信グループから前記第２のＰＴＴ通信グループへの前記ＰＴＴメデ
ィアの移行は、前記無線デバイスに対して前記第２のＰＴＴ通信グループが前記第１のＰ
ＴＴ通信グループよりも高い優先度を有することに基づいて、前記ＰＴＴサーバにおいて
実施される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記送信するステップが前記第１のＰＴＴ通信グループに関連するＰＴＴメディアを送
信している間、前記複数のＰＴＴ通信グループのうちの第２の通信グループに関連するＰ
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ＴＴメディアを受信するステップと；
　前記第２の通信グループが前記第１のＰＴＴ通信グループよりも高い優先度を有するこ
とを決定するステップと；
　前記無線デバイスによって前記第２の通信グループに関連するＰＴＴメディアが前記第
１の通信グループに関連するＰＴＴメディアより大きい音量でプレーされるように、前記
第１及び第２の通信グループの関連するＰＴＴメディアを混合するステップと；
　前記混合されたＰＴＴメディアを前記割り当てられた通信チャネル上で前記無線デバイ
スに送信することによって前記送信するステップを継続するステップと；
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に無線遠隔通信に関し、より具体的には、無線ネットワーク上の通信デバ
イス間で複数同時グループ通信(multiple simultaneous group communications ）をサポ
ートするためのシステムと方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の進歩は移動電話あるいは無線通信デバイスを安価にし、そしてその結果、ユビキ
タスにした。無線遠隔通信デバイスがより大きな処理能力と記憶容量で製造されるにつれ
て、それらはより多目的となり、2つあるいはグループのハンドセットの間での直接の無
線通信機能を含む多くの機能が組み込まれるようになった。この直接の無線通信機能はプ
ッシュ・トゥ・トーク(PTT)あるいは「ウォーキー・トーキー」機能として一般に知られ
ており、これは、1つのハンドセットを持ったユーザーが宛先電話番号をダイヤルせずに
予め決められたグループメンバーのセットのデバイスと通信することができるというもの
である。
【０００３】
　PTTシステムの1つのバージョンでは、ハンドセットのような無線通信デバイスは、リモ
ートサーバとの上り通信と下り通信の双方に単一の周波数を使用する。これに対して通常
の無線通信では、無線電話はサーバとの通信に２つの周波数（１つは出の通信に、もう１
つは入りの通信に）を使用する。PTTシステムは、話をしている人に、会話の間ボタンを
押し、そして、会話が終わった時にそれをリリースすることを要求する。グループ内の任
意の聴き手は、その後、応答のために彼らのボタンを押すことができる。このように、シ
ステムは、信号がどの方向に伝わるかを決定する。典型的な構成において、ユーザーがPT
Tシステムを使用して受信パーティあるいは受信パーティのグループへの呼び出しを行う
場合、ユーザーのハンドセットは最初にリモートサーバに要求を出す。リモートサーバは
、他のパーティが通信チャネルを使用しておらず、チャンネルが利用可能であることを検
証し、そして、ユーザーにチャンネルを割り当てる。ユーザーのメッセージはサーバによ
って受け取られ、サーバは、全ての受信パーティのそれぞれのために、そのメッセージを
複写する。メッセージがすべての受信パーティに送信された後、チャンネルはリリースさ
れ、他のパーティによる使用が可能となる。
【０００４】
　1つのタイプのPTTシステムでは、既存のセルラー技術がPTTグループの受信者デバイス
を接続する。反対に、普通の「ウォーキー・トーキー」スタイルの2方向無線は、無線が
互いに一定の距離内にあるときのみ作動し、ライン・オブ・サインの遠隔通信が可能であ
る。PTT機能を使用したセル方式の遠隔通信システムは、そのサービスプロバイダーによ
って指定されたサービスエリア内のいかなる場所にも通信することができ、それは典型的
には大きな市街地であり、あるいは全国的でさえある。
【０００５】
　一般に、現存するシステム上でのPTT機能による通信では、1台の無線デバイスは1つのP
TT通信グループの一部であり、1台の無線デバイスのユーザーが複数のPTT通信グループと
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同時に通信することはできない。さらに、入ってくる(incoming)PTTメッセージが無線デ
バイスでプレーしている間、ユーザーは現在のスピーカを中断することができない。従っ
て、本発明は、無線デバイスが複数のPTT通信グループを同時にモニターすることができ
るようにするためのシステムと方法に主として向けられる。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明によるシステムおよび方法は、無線デバイスが複数のPTT通信グループを同時に
モニターすることができ、また、入ってくるPTT通信をより高い優先度のPTT通信によって
中断することができる。また、そのシステムと方法は、サーバが複数のPTT通信グループ
をサポートすることを可能とし、そこでは、1つ以上のPTT通信グループが主要なPTT通信
グループとして指定(designate)され、あるいは、各グループの通信に対して少なくとも1
つの優先度のランクが設定される。
【０００７】
　1つの実施例では、方法は、音声デバイスと表示デバイスを有する無線デバイスが無線
ネットワーク上で複数のPTT通信をモニターすることを可能にする。その方法は、複数のP
TT通信グループに加入するステップと、少なくとも1つの主要なPTT通信グループを選択す
るステップと、PTTサーバから少なくとも1つのPTT通信を受信してプレーするステップ（
ここで、少なくとも１つのPTT通信は、主要なPTT通信グループからの通信もしくは主要で
ないPTT通信グループからの通信のいずれかである）と、主要でないPTT通信グループから
の通信が音声デバイスでプレーしているときに主要なPTT通信グループからの通信を受信
した場合、主要でないPTT通信グループからのPTT通信を中断して主要なPTT通信グループ
から受信したPTT通信を音声デバイスでプレーするステップを含む。
【０００８】
　他の実施例は、PTT通信サーバが複数のPTT通信をユーザーデバイスに供給するための方
法である。その方法は、複数のPTT通信グループへの加入を受信するステップと、主要なP
TT通信グループの選択を受信するステップと、第１のユーザーデバイスから少なくとも1
つのPTT通信を受信するステップ（ここで、少なくとも1つのPTT通信は、指定されたPTTグ
ループへの主要なPTT通信もしくは主要でないPTT通信のいずれかである）と、指定された
PTTグループの第２のユーザーデバイスに主要でないPTT通信を送信中に主要なPTT通信を
受信した場合、主要でないPTT通信の送信を中断して、受信した主要なPTT通信を第２のユ
ーザーデバイスに送信するステップを含む。
【０００９】
　他の実施例では、装置が無線通信ネットワーク上の複数のPTT通信をモニターする。そ
の装置は、リモートサーバからのPTT通信を送受信するためのトランシーバと、複数のPTT
通信グループに関する情報を格納するための記憶ユニットと、PTT通信に関する活動通知
を表示するための表示ユニットと、受信したPTT通信をプレーするためのユーザーインタ
フェースユニットと、ユーザーからPTT要求を受信するためのPTTインターフェースと、ど
のPTT通信をユーザーインタフェースユニットでプレーするかを決定するためのコントロ
ーラとを含む。
【００１０】
　他の実施例では、システムは、無線通信ネットワークにおいて無線デバイス間での複数
のPTT通信を可能にする。そのシステムは、無線通信ネットワークと通信するサーバを含
み、このサーバは多重チャネルを通してユーザーデバイスとの複数のPTT通信を選択的に
維持する。システムはまた、無線通信ネットワークを通してサーバと通信することができ
るユーザーデバイスを含み、このユーザーデバイスは複数のPTT通信グループからのPTT通
信を同時に受信して、もしサーバから主要なPTT通信を受信したならば、プレー中のPTT通
信を中断する。
【００１１】
　したがって、このシステムおよび方法は、ワイヤレス通信デバイスが複数のPTT通信グ
ループを同時にモニターすることを可能にするとともに、より優先度の高いPTTメッセー



(6) JP 5777983 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

ジを同じPTTグループの他のメンバーに送信するために、入ってきたPTTメッセージを中断
することを可能にするという点で有利である。このシステムは、軍や緊急要員における階
層指示体系のようなメッセージ通信の優先度が必要なところで特に有利である。
【００１２】
　本発明の他の利点および特徴は、以下に記載された発明の詳細な説明や請求項などによ
って、より明確となろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図1は、本発明によって使用される通信ネットワークの1つの典型的な実施例を示
す図。
【図２】図2は、1つの典型的な実施例における無線デバイスのブロック図。
【図３】図3は、PTT通信プロセス中のサーバと無線デバイスと間の相互作用を表わすダイ
アグラム。
【図４】図4は、複合のPTT通信グループをモニタリングする無線デバイスを示すダイアグ
ラム。
【図５】図5は、ユーザー加入プロセスの典型的な実施例のためのフローチャート。
【図６】図6は、サーバ加入プロセスの典型的な実施例のためのフローチャート。
【図７】図7は、サーバメッセージプロセスの典型的な実施例のためのフローチャート。
【図８】図8は、ユーザーメッセージプロセスの典型的な実施例のためのフローチャート
。
【発明の詳細な説明】
【００１４】
　この記述で、用語「通信デバイス」、「無線デバイス」、「無線通信デバイス」、「PT
T通信デバイス」、「携帯デバイス」及び「ハンドセット」は互いに交換可能に使用され
、また、用語「チャンネル」および「グループ」は交換可能に使用される。ここで使用さ
れる用語「アプリケーション」は、実行可能及び実行不可能なソフトウェアファイル、生
データ、集合データ、パッチおよびその他の命令セグメントを包含するように意図される
。さらに、同一の参照数字はいくつかの態様の全体を通して同一の要素を参照し、また、
冠詞「a」、「the」は記述に別段の定めがない限り複数を含む。
【００１５】
　概要では、このシステムと方法は、無線デバイスが複数のPTT通信グループを同時にモ
ニターすることを可能にする。また、このシステムと方法は、1つ以上のサーバあるいは
通信可能なデバイスが複数のPTT通信グループをサポートすることを可能とし、そこでは
、1つ以上のPTT通信グループが主要なPTT通信グループとして指定(designate)され、ある
いは他のPTT通信グループに対する優先権が与えられる。
【００１６】
　図1は、本発明によって使用される通信ネットワーク100を示す。通信ネットワーク100
は１つ以上の通信タワー106を含み、そのそれぞれは基地局(BS)110に接続され、また、通
信デバイス102でユーザーにサービスを供給する。通信デバイス102は、プッシュ・トゥ・
トーク(PTT)通信をサポートする携帯電話、ページャー、携帯情報端末(PDA)、ラップトッ
プコンピュータあるいはその他の携帯型、固定、あるいはポータブル通信デバイスである
。各ユーザーによるコマンドおよびデータの入力は、デジタルデータとして通信タワー10
6に送信される。通信デバイス102を使用するユーザーと通信タワー106との間の通信は、
符号分割多元接続(CDMA)、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、グローバ
ル移動体通信システム(GSM(登録商標))あるいは無線通信ネットワークやデータ通信ネッ
トワークで使用されるその他のプロトコルなどの異なる技術に基づいてもよい。各ユーザ
ーからのデータは通信タワー106から基地局(BS)110に送られ、移動通信交換局(MSC)114へ
転送され、交換局(MSC)は公衆交換電話網(PSTN)118およびインターネット120に接続され
ている。MSC 114は、通信ネットワーク100においてPTT機能をサポートするサーバ116に接
続される。オプションとして、サーバ116はMSC 114の一部であってもよい。PTT通信中、
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無線通信デバイス102は割り当てられた通信チャネル上で音声データを送受信し、制御デ
ータはデータチャネルによって送受信される。サーバは、また、特定の無線デバイスへの
PTT通信の送信を、その無線デバイスからの要求によって抑制する。
【００１７】
　1つの実施例では、サーバ116は、PTT機能をサポートし、かつ、各通信デバイス102の複
数のPTT通信グループをサポートすることができるアプリケーションを含む。そして、複
数のPTT通信グループのうちの1つが主要なPTT通信グループとして指定される。主要なPTT
通信グループからの通信は、そのグループデバイス内の主要でないPTT通信グループから
の通信を負かす。主要なPTT通信グループの使用は、また、限定されたユーザーグループ
に制限される。主要なPTT通信グループの全メンバーはグループの通信をモニターするこ
とができる。しかし、典型的には、すべてのメンバーに通信を送信することができるのは
わずかだけである。
【００１８】
　図2は、無線ハンドセット102のブロック図200を示す。無線ハンドセット102は、コント
ローラ202、記憶ユニット204、表示ユニット206、外部インターフェースユニット208、ユ
ーザーインタフェースユニット212、プッシュ・トゥ・トーク起動ユニット210、トランシ
ーバ214およびアンテナ216を含む。コントローラ202はハードウェア、ソフトウェアある
いはそれらの組合せである。コントローラ202は、無線ハンドセット102が入力のPTT通信
メッセージをプレーしているときに、主要なPTT通信メッセージを送信する要求をサーバ1
16に送ることができる。表示ユニット206は、ユーザーに入ってくるPTT通信に関するグラ
フィックイメージあるいは情報を表示する。外部インターフェースユニット208は、ユー
ザーとの通信に使用されるスピーカ、マイクロホンおよび表示ユニットのようなハードウ
ェアをコントロールする。ユーザーインターフェースユニット212は、キーパッドやプッ
シュ・トゥ・トーク起動ユニット210のようなハードウェアをコントロールする。トラン
シーバ214は通信タワー106との間で無線信号を送受信する。
【００１９】
コントローラ202は、ユーザーおよび通信ネットワーク100から受信されたコマンドとデー
タを解釈する。主要なPTT通信グループのメンバーから受け取られた音声通信(audio comm
unication)は、デバイスのスピーカでプレーしている主要でない音声通信を中断する。無
線ハンドセット102は、複数のPTT通信グループをモニターすることができ、また、特定の
PTT通信グループからの通信をミュートするよう要求することができ、あるいは、主要で
ない通信が主要な通信の背景の中でまだ小さく聞くことができるようにボリュームを著し
く下げるよう要求することができる。
【００２０】
　図3は、PTT通信プロセスの間における、サーバ(グループ通信サーバとしても知られて
いる)304と無線デバイス302の間の相互作用を表わしたダイアグラム300である。ユーザー
がPTTボタンを起動するまでは、最初の無線デバイス302とサーバ304の間の通信は発生し
ない。無線デバイス302は1つ以上のPTT通信グループの一部である。図3の例では、無線デ
バイス302は2つのPTTグループ314と316に属する。無線デバイス302は両方のグループをモ
ニターし、各グループと個別に独立して通信する。一般に、ユーザーは、目的とするPTT
グループのメンバーとのPTT通信を開始する。無線デバイス302は、目的とするPTTグルー
プ情報およびPTT通信チャンネル要求をサーバ304へ送る。サーバ304は、PTT通信チャンネ
ル要求と目的とするPTTグループ情報とを受け取ると、目的とするPTTグループに割り当て
られたPTT通信チャンネルの利用可能性をチェックし、PTT通信チャンネルが利用可能であ
れば、開始するユーザーデバイス302にPTT通信チャンネルを付与する。開始する無線デバ
イス302にPTT通信チャンネルが与えられた後、開始する無線デバイス302は、サーバ304を
介して目的とするPTTグループ314に音声通信を送信する。サーバ304は、ユーザーの音声
通信を受信して、ユーザーデバイス302が音声通信の送信を希望するPTT通信グループ314
のメンバー306-308を識別する。サーバ304は、さらにPTT通信グループ314の各メンバー30
6-308に音声通信およびイメージコードを放送する。音声通信以外のビデオおよび／また
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はマルチメディア・データのようなデータもPTT通信で送ることができる。無線デバイス3
02がメンバーである別のPTT通信グループ316のメンバーである無線デバイス310-312は、
無線デバイス302からPTT通信グループ314に向けられた音声通信を受信しない。
【００２１】
　図4は、複数のPTT通信グループをモニタリングしている無線デバイス402を示すダイア
グラム400である。無線デバイス402は、1つのPTT通信グループが主要な通信グループであ
る、1つの以上のPTT通信グループのモニターを選択する。1つの主要でないPTTグループ41
4からPTT通信が受け取られ、無線デバイス402上でプレーしているときに、サーバ404が主
要なPTTグループ416からPTT通信を受け取る。サーバ404は、そのPTT通信が主要なPTTグル
ープからであって、また、無線デバイス402に現在送られている音声通信が主要なPTT音声
通信でないことを検証し、その後、サーバ404は現在の主要でないPTT音声通信を中断し、
主要なPTTグループ416からの主要なPTT音声通信を無線デバイス402に送る。もし、サーバ
404が主要なPTT通信を無線デバイス402に送信している時に、同じ無線デバイス402宛ての
他のPTT通信(主要な通信もしくは主要でない通信のいずれか）を受信した場合は、サーバ
404は主要なPTT通信の送信を中断することなく、その代わりに、サーバ404は入ってくるP
TT通信に関する情報を無線デバイス402に送る。情報はデータチャネルによって送られる
。情報は、送り手およびPTT通信グループに関する情報を含む。無線デバイス402は、サー
バ404から情報を得た後に、主要なPTT通信を中断して主要でないPTT通信を送信するよう
要求することができる。
【００２２】
　無線デバイス402は、さらに、PTTグループからの通信のモニタリングを一時的に止める
ことを要求することができる。例えば、無線デバイス402は、自分自身がPTTグループ416
の通信をモニターすることを止めるための要求をサーバ404に送る。その要求を受信して
、サーバ404は無線デバイス402をPTTグループ416の現行参加者リストから削除し、そして
、無線デバイス402は、もはやPTTグループ416からはいかなる通信も受けない。その時か
ら、PTTグループ416からの通信は無線デバイス402には送信されない。しかしながら、サ
ーバ404からの活動通知は削除要求によって影響されることはなく、無線デバイス402はそ
れらを受け取り続けることができる。もし、停止要求が時間と関連づけられるならば、ユ
ーザーは、一定時間経過後に再び現行参加者リストに入ることができる。また、ユーザー
は、追加要求によって現行参加者リストに再び入ることができる。
【００２３】
　無線デバイス402は、また、PTTグループからの通信をモニターすることを完全にやめる
よう要求してもよい。この場合、無線デバイス402はPTTグループの現行参加者リストから
取り除かれる。無線デバイス402のユーザーは、後で、選択リクエストによってPTTグルー
プ416のモニタリングを回復してもよい。
【００２４】
　図5は、ユーザー選択プロセス500のためのフローチャートである。ユーザーは、最初に
PTT通信加入のための署名を行って複数のPTTグループに加入する。ユーザーは、後日、追
加や削除によって加入の変更が可能である。ユーザーが特定のPTTグループに加入した後
、彼の情報はそのPTTグループのためのマスターリストに加えられる。マスターリストは
、リストの全加入者について、特定の日に誰がPTTグループをモニターし、誰がモニター
しないかをリストする。
【００２５】
　ユーザーは、彼が特定の日にモニターしたい加入PTTグループを選択することができる
。選択のプロセスは、好ましくは、無線デバイスがオンされる度に実行されるが、しかし
ながら、それは、ユーザーによっていつ実行されてもよい。ユーザーがモニターするPTT
グループを選択したい場合、無線デバイスは選択要求をサーバに送り(ステップ502)、サ
ーバから加入PTTグループのリストを受け取る（ステップ504）。加入リストは、サーバ、
もしくは代替的にいくつかのサーバ上に常駐する。利用可能なPTTグループのリストを受
け取った後、無線デバイスはユーザーにそれを表示する（ステップ506）。その後、ユー
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ザーは、彼がモニターしたいPTTグループを選択する。ユーザーの選択は無線デバイスに
よって受け取られる（ステップ508）。ユーザーからの選択は、ユーザーの加入プロセス
の際に主要なPTTグループとしてセットされたPTTグループを含む。ユーザーがモニターし
たいPTTグループを選択した後、無線デバイスは選択をサーバに送る（ステップ510）。
【００２６】
ユーザーがモニターしたいPTTグループを選択化した後、ユーザーは選択されたPTTグルー
プからすべての通信を受け取る。ユーザーが加入し、しかしモニタリングに選ばれなかっ
たPTTグループの活動は、無線デバイスには送られない。
【００２７】
　代替の実施例では、加入PTTグループのリストは無線デバイスに常駐し、無線デバイス
はサーバにリストを要求して受け取る必要はない。無線デバイスは、電源がオンされると
、そのリストをユーザーに表示する。ユーザーが各選択をした後、無線デバイスはサーバ
へ選択要求を送り、サーバは選択されたPTTグループの現行参加者リストにその無線デバ
イスを追加する。ユーザーがモニターするいくつかのPTTグループを選択する場合、無線
デバイスは、各選択されたPTTグループ毎に1つの選択要求をサーバに送る。
【００２８】
　サーバは、PTTグループ毎の現行参加者リストを維持する。無線デバイスが稼働中で、
ユーザーがモニターするPTTグループを選択していた場合、無線デバイスはそのPTTグルー
プの現行参加リストに追加される。無線デバイスが切られるか、ユーザーがもはやそのよ
うなPTTグループをモニターしないことを決定する場合は、無線デバイスは現行の参加者
リストから取り除かれる。あるいは、サーバは、ユーザーがPTTグループの現行の参加者
リストに留まることを可能にしてもよく、それによって、ユーザーは無線デバイスの電源
が切られるごとに現行の参加者リストから取り除かれることはない。
【００２９】
　あるいは、ユーザーは、彼が複数のPTTグループをモニターする度に、1つ以上の主要な
PTTをセットしてもよい。もし、ユーザーがモニターするために複数のPTTグループを選択
していれば、ユーザーはそれらのうちのいくつかを主要なPTTグループとしてセットして
もよい。さらに、彼は、これらのPTTグループを優先順位でランクしてもよい。例えば、
ユーザーは、モニターするPTTグループを、彼の家族メンバーのPTTグループ、彼の友達の
PTTグループ、彼の同僚のPTTグループで選択してもよい。また、ユーザーは、彼の同僚の
PTTグループを最優先にランクし、次に彼の家族メンバーPTTグループを、そしてその次に
彼の友達のPTTグループをランクしてもよい。そして、ユーザーは3つのグループをすべて
モニターすることができる。しかし、彼の同僚からの通信は、彼の家族メンバーや友達か
らの通信を切ることになる。例えば、ユーザーが彼のPTT友達グループ中の友達からの会
話を聞いているときに彼のボスからのメッセージが入れば、彼の友達からの会話は中断さ
れ、あるいはミュートされ、あるいは彼のボスからのメッセージの背景に置かれる。
【００３０】
　図6はサーバ選択プロセス600のためのフローチャートである。サーバは、ユーザーの無
線デバイスから選択要求を備えたメッセージを受け取る（ステップ602）。サーバはメッ
セージをチェックし、ユーザーの加入PTTグループのリストを用意して、それをユーザー
のもとへ送る（ステップ604）。ユーザーからの選択が受け取られると（ステップ606）、
サーバは、選択されたPTTグループの各々にユーザーを追加する（ステップ606）。
【００３１】
　図7はサーバメッセージプロセス700のためのフローチャートである。サーバは、ユーザ
ー宛てのメッセージを受け取り(ステップ702)、それがユーザーに何がしかのPTT通信を送
っているかどうかをチェックする（ステップ704）。もし、ユーザーが何のPTT通信も受け
ていない場合、つまり、ユーザーへのPTT通信の送信がない場合は、サーバは、新たに受
信したPTT通信をユーザーに送信する（ステップ706）。もし、サーバがユーザーにPTT通
信を送っている場合、サーバは、それが主要なPTT通信を送っているかどうかをチェック
する(ステップ708)。もし、サーバがユーザーに主要なPTT通信を送ることに既に携わって
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いれば、サーバはその送信を中断しない。サーバは、それが主要であるかどうかにかかわ
らず、単に新着のPTT通信に関する情報をユーザーに送る（ステップ710）。その情報は、
送信者の識別、PTTグループの識別およびその他の関連情報を含む。
【００３２】
　入ってくるPTT通信に関する情報を受けた後に、ユーザーは、新しいPTT通信に変わるべ
きかどうかを決定する（ステップ720）。もし、チャネル切り替えが要求されると、サー
バはユーザーへの現在のPTT通信を中断し(ステップ722)、ユーザーの無線デバイスに新し
いPTT通信を送信する（ステップ724）。サーバは、新しいPTT通信を送信した後に、それ
がまだ継続しているならば、ユーザーへの中断されたPTT通信の送信を再開する（ステッ
プ718）。
【００３３】
　他方、サーバがユーザーへ主要なPTT通信を送っていない場合は、サーバは新着のPTT通
信が主要なPTT通信かどうかチェックする(ステップ712)。もし、到来するPTT通信が主要
である場合、サーバは、ユーザーにその情報を送り（ステップ710）、そして、上述した
ように、いずれかのユーザーが新しいPTT通信への切り替えを欲しているかどうかをモニ
ターする。もし、到来するPTT通信が主要な通信である場合、サーバはユーザーへの進行
中の主要でないPTT通信の送信を中断して(ステップ714)、主要なPTT通信をユーザーに送
信する（ステップ716）。主要なPTT通信を送信した後、サーバは、もしそれがまだ継続し
ているならば、以前の主要でないPTT通信のユーザーへの送信を再開する（スタップ718）
。
【００３４】
　あるいは、サーバがユーザーに主要でないPTT通信を送信しており、同じユーザーに向
けられた主要なPTT通信が受信された場合、サーバは、目的とされたユーザー宛てに放送
されている主要でないPTT通信のボリュームを下げ、そして、入ってくる主要なPTT通信を
非主要なPTT通信の上にして送信してもよい。そして、ユーザーは弱められた主要でないP
TT通信の上に主要なPTT通信を聞くこととなる。
【００３５】
　図8は無線デバイスメッセージプロセス800である。メッセージを受け取った後に、無線
デバイスは、それが入ってくるPTT通信かどうかチェックする(ステップ802)。それが入っ
てくるPTT通信である場合、無線デバイスは音声チャネルをセットアップして、PTT通信を
受け取り、プレーする(ステップ804)。メッセージがPTT通信でない場合、無線デバイスは
それがペンディングのPTT通信に関するデータメッセージかどうかをチェックする（ステ
ップ806）。もし、メッセージがPTTデータメッセージでない場合、無線デバイスはエラー
メッセージを表示する(ステップ808)。もし、メッセージがPTTデータメッセージである場
合、無線デバイスは表示デバイスにデータメッセージを表示し（ステップ810）、また、
ユーザーがチャンネルを切り替えて（ステップ812）新しいPTT通信の受信を欲するかどう
かをチェックする。ユーザーが新しいPTT通信をモニターすることを選べば、無線デバイ
スは、チャンネル切り替え要求をサーバに送る（ステップ814）。
【００３６】
　以下は、本システムの使用の階層的性質を示す、1つのシナリオの記述である。ジェー
ンは、大きなホテルのイベント部で働く宴会係である。彼女はイベントサービススタッフ
のリーダーで、また、イベントルームのセットアップの責任者でもある。しかし、彼女は
、ホテル管理の他にもホテルの他のチーム(設備、シェフ、掃除など)のリーダーとも対話
する。
【００３７】
　チームコミュニケーションを可能にするために、彼女は3つのPTT通信グループに参加す
る:１）サービスチームためのPTTグループ、２）すべてのイベントリーダーのためのPTT
グループ、３）ホテルスタッフ全体の「緊急」のためのPTTグループ。緊急PTTグループに
関する1つの注釈:チームのリーダーとホテル管理者だけが、このチャンネルでの「送信権
」を持っており、その他の全ホテル従業員は「聴取権」だけを持つ。
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【００３８】
　ジェーンが任務に着くとき、彼女はこれらのチャンネル(グループ)を選択し、優先度リ
スト(緊急、他の呼び出し、リーダー、サービスチーム)を確認する。一日を通してサービ
スチームのチャンネルは最も活動的で、彼女は指示を与え、また質問に答えるためにそれ
を使用する。その日のうちに何回か、夜のイベントおよび最終変更の状況について議論す
るために、リーダーのチャンネルでの活動がある。彼女は、リーダーチャンネルでの議論
に参加している間に、サービスチームチャンネル(それはより低い優先度をもつ）で活動
があることを表示デバイスで見ることができる。そして彼女は、今の仕事を終えた時にそ
れについてサービスチームに尋ねるために、メモをとる。
【００３９】
　午後のある時、ジェーンは彼女の家族とのグループコール中である。彼女は、チームチ
ャンネル上に活動があることを見て、後でそれをチェックするために再びメモをとる。彼
女の家族コールの最中に、ホテル緊急チャンネルでメッセージが入る。ホテルのキッチン
で出火し、たった今消火されたことを全員に知らせる短い警報メッセージである。このメ
ッセージはしばらくの間、ジェーンの家族コールを中断し(つまり、このメッセージは短
時間プレーして、その間、彼女の家族会話をカットオフする）、通知が終了すると彼女を
家族コールに返す。彼女は、家族コールからすばやくサインオフし、リーダーのチャンネ
ルに切り替えて、火事の余波への対処や夜のイベントへの影響についての打ち合わせに加
わる。ジェーンは、その問題について彼女の残りのスタッフに知らせる必要がないことを
知っている。彼女は全員が同様に警報を受け取ったことを知っているから。
【００４０】
　他の実施例では、本発明は、有線ネットワークにおけるマルチユーザのページング通信
システムを容易にサポートすることができる。ユーザーは、図1において計算デバイス122
および124で示されるように、有線ネットワークに接続されてもよい。計算デバイス122の
ユーザーは、上述された方法と類似した方法で、計算デバイス124のユーザー、あるいは
無線デバイス102のユーザーと通信することができる。
【００４１】
　無線サービスプロバイダーのコンピュータデバイスあるいは無線通信デバイス上で実行
可能な方法を考慮して、本発明の方法はコンピュータ可読媒体に常駐するプログラムによ
って実行することができ、この方法のステップを実行するために、プログラムはコンピュ
ータプラットフォームを有するサーバもしくは他のコンピュータデバイスを命令する。コ
ンピュータ可読媒体はサーバのメモリであってもよく、あるいは、接続されたデータベー
ス中にあってもよい。さらに、コンピュータ可読媒体は、無線通信デバイスコンピュータ
プラットフォーム上にロード可能な補助記憶媒体であってもよい。それは、例えば、磁気
ディスクやテープ、光ディスク、ハードディスク、フラッシュメモリ、あるいはこの技術
分野で知られているその他の記憶媒体である。
【００４２】
　図5から図8のコンテキストでは、示されたステップはアクションの特別の順序を要求す
るものではなく、また示唆するものでもない。そのアクションは、順にあるいは並行して
実行されてもよい。また、本発明の方法は、機械が読み取り可能な命令のシーケンスを実
行するために、例えば、無線通信デバイスあるいはサーバのような無線ネットワークの一
部を操作することにインプリメントされてもよい。その命令は、様々なタイプの信号ベア
リングあるいはデータ格納の主要の、第２のあるいは第３の媒体に存在することができる
。媒体は、例えば、無線ネットワークのコンポーネントによってアクセス可能な、あるい
はその中に常駐するRAM（図示せず）を備えてもよい。RAM、ディスケットあるいはその他
の補助記憶メディアに内臓されるかどうかにかかわらず、命令は、DASD記憶装置(例えば
従来の「ハードドライブ」あるいはRAIDアレイ)、磁気テープ、電子的読み取り専用メモ
リ(例えばROM、EPROMあるいはEEPROM)、フラッシュメモリカード、光学的記憶装置(例え
ばCD-ROM、WORM、DVD、デジタル光学テープ)、紙「パンチ」カード、あるいはデジタル・
アナログ伝送メディアを含むその他の適切なデータ保存媒体のような機械による読み取り
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が可能な様々のデータ保存媒体に格納されてもよい。
【００４３】
　本発明はその好ましい実施例に関して特に示され、そして記述されたが、請求項で述べ
られるような本発明の精神と範囲から外れることなく、その形態と詳細の様々な変更が行
なわれてもよいことは当業者によって理解されよう。更に、本発明の記述あるいは請求項
において単数で記述された要素は、特に単一に制限されることが明示されていない限り、
複数を含むものと意図される。
　以下に、本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］
　音声デバイスを有する無線デバイスが無線ネットワーク上で複数のプッシュ・トゥ・ト
ーク(PTT)通信をモニターすることを可能にする方法であって、
　前記方法は、
　各グループがそのグループの全てのメンバーデバイスと通信することが可能な複数の無
線デバイスで構成される、複数のPTT通信グループに加入するステップと、
　主要なPTT通信グループを選択するステップと、
　PTTサーバからの少なくとも1つのPTT通信であって前記主要なPTT通信グループもしくは
主要でないPTT通信グループのいずれかからの少なくとも１つのPTT通信を受信し、前記少
なくとも1つのPTT通信を前記音声デバイスでプレーするステップと、
　前記主要でないPTT通信グループからのPTT通信が前記音声デバイスでプレーしていると
きに前記主要なPTT通信グループからのPTT通信が受信された場合、前記主要でないPTT通
信グループからのPTT通信を中断し、受信された前記主要なPTT通信グループからのPTT通
信を前記無線デバイスの前記音声デバイスでプレーするステップと、
　を備える。
　　［２］
　前記無線デバイスはさらに表示デバイスを有し、さらに前記方法は、前記主要なPTT通
信が音声デバイスでプレーしているときに前記主要でないPTT通信が受信された場合、前
記主要でないPTT通信に関する情報を前記表示デバイスで表示するステップをさらに備え
た、［1］に記載の方法。
　　［３］
　前記無線デバイスが予め決められたPTT通信グループ中の予め指定された特定のデバイ
スである場合、前記PTT通信の送信要求を送信するステップをさらに備えた、［1］に記載
の方法。
　　［４］
　前記主要なPTT通信グループに主要なPTT通信を送信するための要求を送信するステップ
をさらに含む、［1］に記載の方法。
　　［５］
　前記無線デバイスが前記主要なPTT通信を送信するための送信特権を有していない場合
、主要なPTT通信の送信拒否を受信するステップをさらに備えた、［3］に記載の方法。
　　［６］
　前記PTTサーバから前記無線デバイスへのPTT通信を不能にするミュート要求を前記サー
バに送信するステップをさらに備えた、［1］に記載の方法。
　　［７］
　PTT通信グループの活動通知を受信するステップをさらに備えた、［2］に記載の方法。
　　［８］
　前記活動通知を表示デバイスで表示するステップをさらに備えた、［7］に記載の方法
。
　　［９］
　複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信をユーザーデバイスに供給するPTT通信サーバ
のための方法であって、
　前記方法は、
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　各グループがそのグループの全てのメンバーデバイスと通信することが可能な複数の無
線デバイスで構成される、複数のPTT通信グループへの加入を受信するステップと、
　主要なPTT通信グループの選択を受信するステップと、
　第１のユーザーデバイスからの少なくとも1つのPTT通信であって、指定されたPTTグル
ープへの主要なPTT通信もしくは主要でないPTT通信のいずれかである少なくとも１つのPT
T通信を受信するステップと、
　主要でないPTT通信が前記指定されたPTTグループの第2のユーザーデバイスに送信され
ているときに前記第1のユーザーデバイスからの主要なPTT通信が受信された場合、前記主
要でないPTT通信を中断し、受信された前記主要なPTT通信を前記第２のユーザーデバイス
に送信するステップと、
　を備える。
　　［１０］
　主要なPTT通信が第2のユーザーデバイスに送信されているときに主要でないPTT通信を
受信した場合、前記主要でないPTT通信に関する情報を前記第2のユーザーデバイスに送信
するステップをさらに備えた、［9］に記載の方法。
　　［１１］
　前記主要なPTT通信グループへの主要なPTT通信の送信要求を前記第2のユーザーデバイ
スから受信するステップをさらに備えた、［9］に記載の方法。
　　［１２］
　予め決められたPTT通信グループに主要なPTT通信を送信するための要求を無線デバイス
から受信するステップと、
　前記無線デバイスが前記予め決められたPTT通信グループのうちの特定のデバイスであ
る場合、許可メッセージを前記無線デバイスに送信するステップと、
　をさらに備えた、［9］に記載の方法。
　　［１３］
　前記第2のユーザーデバイスが前記主要なPTT通信を送信する特権を有さない場合、前記
第２のユーザーデバイスへの主要なPTT通信の送信を拒否するメッセージを送信するステ
ップをさらに備えた、［11］に記載の方法。
　　［１４］
　前記ユーザーデバイスへのPTT通信を不能にするミュート要求を前記第2のユーザーデバ
イスから受信するステップをさらに備えた、［9］に記載の方法。
　　［１５］
　チャンネルの活動通知をユーザーデバイスに送信するステップをさらに備えた、［9］
に記載の方法。
　　［１６］
　無線ネットワーク上の複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信をモニターするための
装置であって、
　前記装置は、
　リモートサーバからのPTT通信を送受信するためのトランシーバと、
　各グループがそのグループの全てのメンバーと通信可能な複数の無線デバイスで構成さ
れる複数のPTT通信グループに関する情報を格納するための記憶ユニットと、
　PTT通信に関する活動通知を表示するための表示ユニットと、
　受信されたPTT通信をプレーするためのユーザーインタフェースユニットと、
　前記ユーザーからPTT要求を受信するためのPTTインターフェースと、
　前記ユーザーインタフェースユニットによってどのPTT通信をプレーするかを決定する
ためのコントローラと、
　を備える。
　　［１７］
　前記トランシーバは、異なるチャンネルを介して前記リモートサーバと通信することが
できる、［16］に記載の装置。
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　　［１８］
　前記コントローラは、ユーザーインタフェースユニットによってプレーされているPTT
通信を中断することができる、［16］に記載の装置。
　　［１９］
　前記コントローラは、前記リモートサーバからPTTチャンネルを要求することがでる、
［16］に記載の装置。
　　［２０］
　前記コントローラは、前記リモートサーバからPTT通信グループへの主要なPTT通信を要
求することができる、［16］に記載の装置。
　　［２１］
　前記コントローラは、前記ユーザーインターフェースによってプレーされているPTT通
信の優先度を、受信されたPTT通信の優先権と比較することができる、［16］に記載の装
置。
　　［２２］
　無線通信ネットワーク上の複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信モニターするため
の装置であって、
　前記装置は、
　リモートサーバからのPTT通信を送受信するための手段と、
　各グループがそのグループの全てのメンバーと通信可能な複数の無線デバイスで構成さ
れた複数のPTT通信グループであって、かつ、各グループがPTTチャンネルに関連づけられ
た複数のPTT通信グループに関する情報を格納するための手段と、
　PTT通信に関する活動通知を表示する手段と、
　受信されたPTT通信をプレーするための手段と、
　前記ユーザーからPTT要求を受信するための手段と、
　前記プレーするための手段によってどのPTT通信をプレーするかを決定するための手段
と、
　を備える。
　　［２３］
　音声デバイスと表示デバイスを有するユーザーデバイスが無線ネットワーク上の複数の
プッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信をモニターすることを可能とするためのコンピュータ
プログラムが格納されたコンピュータ可読媒体であって、
　前記コンピュータプログラムは、それがコンピュータによって実行されたときに、
　各グループがそのグループのすべてのメンバーデバイスと通信することが可能な複数の
無線デバイスから構成される複数のPTT通信グループに加入するステップと、
　主要なPTT通信グループを選択するステップと、
　前記主要なPTT通信グループあるいは主要でないPTT通信グループのいずれかからの少な
くとも1つのPTT通信をPTTサーバから受信し、音声デバイスによって前記少なくとも1つの
PTT通信をプレーするステップと、
　主要でないPTT通信グループからのPTT通信が前記音声デバイスでプレーしているときに
前記主要なPTT通信グループからのPTT通信が受信された場合、前記主要でないPTT通信グ
ループからの前記PTT通信を中断し、前記主要なPTT通信グループから受信された前記PTT
通信を前記無線デバイスの前記音声デバイスでプレーするステップと、
　を実行するコンピュータ命令を備える。
　　［２４］
　前記コンピュータプログラムは、主要なPTT通信が音声デバイスでプレーしているとき
に主要でないPTT通信が受信された場合、前記主要でないPTT通信に関する情報を表示デバ
イス上に表示するステップをさらに実行する、［23］に記載の方法。
　　［２５］
　前記コンピュータプログラムは、前記無線デバイスが予め決められたPTT通信グループ
中の予め指定された特定のデバイスである場合、PTT通信を送信するための要求を送信す
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るステップをさらに実行する、［23］に記載の方法。
　　［２６］
　前記コンピュータプログラムは、PTT通信を送信するための要求を主要なPTT通信グルー
プに送信するステップをさらに実行する、［23］に記載の方法。
　　［２７］
　前記コンピュータプログラムは、前記ユーザーデバイスが前記主要なPTT通信を送信す
るための送信特権を有さない場合、主要なPTT通信の送信拒否を受信するステップをさら
に実行する、［26］に記載の方法。
　　［２８］
　前記コンピュータプログラムは、前記PPTサーバから前記ユーザーデバイスへのPTT通信
の送信を不能にするミュート要求を前記PPTサーバに送るステップをさらに実行する、［2
3］に記載の方法。
　　［２９］
　前記コンピュータプログラムは、チャンネルの活動通知を受信するステップをさらに実
行する、［23］に記載の方法。
　　［３０］
　前記コンピュータプログラムは、前記活動通知を表示デバイスで表示するステップをさ
らに実行する、［29］に記載の方法。
　　［３１］
　複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信をユーザーデバイスに供給するために、PTT通
信サーバのためのコンピュータプログラムが格納されたコンピュータ可読媒体であって、
　前記コンピュータプログラムは、それがコンピュータによって実行されたときに、
　各グループがそのグループのすべてのメンバーデバイスと通信することが可能な複数の
無線デバイスから構成される複数のPTT通信グループへの加入を受信するステップと、
　主要なPTT通信グループの選択を受信するステップと、
　第１のユーザーデバイスからの少なくとも1つのPTT通信であって、指定されたPTTグル
ープへの主要なPTT通信もしくは主要でないPTT通信のいずれかである少なくとも１つのPT
T通信を受信するステップと、
　主要でないPTT通信が前記指定されたPTTグループの第2のユーザーデバイスに送信され
ているときに前記第1のユーザーデバイスから主要なPTT通信が受信された場合、前記主要
でないPTT通信を中断し、受信された前記主要なPTT通信を前記第２のユーザーデバイスに
送信するステップと、
　を実行するコンピュータ命令を備える。
　　［３２］
　主要なPTT通信が第2のユーザーデバイスに送信されているときに主要でないPTT通信が
受信された場合、前記主要でないPTT通信に関する情報を前記第2のユーザーデバイスに送
信するステップをさらに実行する、［31］に記載のコンピュータプログラム。
　　［３３］
　主要なPTT通信グループに主要なPTT通信を送信するための要求を前記第2のユーザーデ
バイスから受信するステップをさらに実行する、［31］に記載のコンピュータプログラム
。
　　［３４］
　主要なPTT通信を予め決められたPTT通信グループに送信するための要求を無線デバイス
から受信するステップと、
　前記無線デバイスが前記予め決められたPTT通信グループ中の特定のデバイスである場
合、許可メッセージを前記無線デバイスに送信するステップと、
　をさらに実行する、［31］に記載のコンピュータプログラム。
　　［３５］
　前記第2のユーザーデバイスが前記主要なPTT通信を送信する特権を持っていない場合、
前記主要なPTT通信の前記第2のユーザーデバイスへの送信を否認するメッセージを送信す
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るステップをさらに実行する、［33］に記載のコンピュータプログラム。
　　［３６］
　前記第2のユーザーデバイスへのPTT通信の送信を不能にするミュート要求を前記第2の
ユーザーデバイスから受信するステップをさらに実行する、［31］に記載のコンピュータ
プログラム。
　　［３７］
　チャンネルの活動通知をユーザーデバイスに送信するステップをさらに実行する、［31
］に記載のコンピュータプログラム。
　　［３８］
　無線通信ネットワークにおいてサーバで複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信を維
持するユーザーデバイスのためのシステムであって、
　前記システムは、
　前記無線通信ネットワークと通信し、複数のチャンネルを介してユーザーデバイスとの
複数のPTT通信を選択的に維持するサーバと、
　前記無線通信ネットワークを介して前記サーバと通信することが可能なユーザーデバイ
スであって、各グループがそのグループの全てのメンバーと通信可能な複数の無線デバイ
スで構成されている複数のPTT通信グループからPTT通信を同時に受信し、前記サーバから
主要なPTT通信を受信したときにPTT通信のプレーを中断するユーザーデバイスと、
　を備える。
　　［３９］
　1つのPTT通信グループが前記主要なPTT通信グループとして指定された、［38］に記載
のシステム。
　　［４０］
　前記ユーザーデバイスは、前記主要なPTT通信がプレーしているとき、PTT通信に関する
情報を表示する、［38］に記載のシステム。
　　［４１］
　音声デバイスと表示デバイスを有する無線デバイスが無線ネットワーク上で複数のプッ
シュ・トゥ・トーク(PTT)通信をモニターすることを可能にする方法であって、
　前記方法は、
　各グループがそのグループ中のすべてのメンバーと通信可能な複数の無線デバイスで構
成されている複数のPTT通信に加入するステップと、
　主要なPTT通信グループを選択するためのステップと、
　前記主要なPTT通信グループもしくは主要でないPTT通信グループのいずれかからの少な
くとも1つのPTT通信をPTTサーバから受信して、前記少なくとも１つのPTT通信を前記音声
デバイスでプレーするステップと、
　主要でないPTT通信グループからのPTT通信が前記音声デバイス上でプレーしているとき
に前記主要なPTT通信グループからPTT通信を受信した場合、前記主要でないPTT通信グル
ープからの前記PTT通信を中断して、前記主要なPTT通信グループからの受信PTT通信を前
記無線デバイスの前記音声デバイスでプレーするステップと、
　を備える。
　　［４２］
　複数のプッシュ・トゥ・トーク(PTT)通信をユーザーデバイスに供給するPTT通信サーバ
のための方法であって、
　前記方法は、
　各グループがそのグループ中のすべてのメンバーと通信可能な複数の無線デバイスで構
成されている複数のPTT通信への加入を受信するステップと、
　主要なPTT通信グループの選択を受信するステップと、
　指定されたPTTグループへの主要なPTT通信もしくは主要でないPTT通信のいずれかであ
る少なくとも1つのPTT通信を第1のユーザーデバイスから受信するステップと、
　指定されたPTTグループの第2のユーザーデバイスに主要でないPTT通信が送信されてい
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PTT通信の送信を中断し、前記受信された主要なPTT通信を前記第2のユーザーデバイスに
送信するステップと、
　を備える。
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